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写真のタイトル：ツグミ 

撮影場所：水元公園のメタセコイヤのてっぺん    写真提供：高橋 雅子さん               



水辺のふるさとかかかつつつしししかかか 冬号 
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 編集担当のひとコト 

       

 今年もあと残すところ僅かとなりました。令和元年も終わりですね。 

年末といえば、大掃除、紅白歌合戦、年越しそば、除夜の鐘… 

私が子どもの頃には、紅白歌合戦が終わる前に母が年越しそばを作り、家族で

食べた思い出があります。子どもながらに、夜更かしをして遅い時間に食べても

怒られない嬉しい時間でした。なるべく切らずに食べると長生き出来ると親に言

われ、一気にすすっていた記憶があります。現在は、夕食に食べていますが…（笑） 

Wikipedia で調べてみると、蕎麦は細く長いことから延命・長寿を願ったもので

あるとする説。蕎麦が切れやすいことから、今年一年の災厄を断ち切るという説。

「蕎麦（そば）」と「側（そば）」とを掛け、一年の締めくくりである大晦日に家

族で蕎麦と共に食卓を囲むことで「来年もソバにいよう」という意味を込めたも

のとされる説など記載されていました。 

2020 年はオリンピックの年でもあります。どのような年になるのか楽しみです。 

レポーターの皆さまには、今年も大変お世話になりました。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

よいお年をお迎えください。 

 

 ＊＊＊丸山＊＊＊    
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【調査区２】 計２５種 

<鳥類> コガモ、コサギ 

<昆虫> アキアカネ、オオカマキリ、エンマコオロギ、カンタン、トノサマバッタ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、クロアゲハ、ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン、 

アカボシゴマダラ 

<植物> スギナ、ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、スズメノエンドウ、イモカタバミ、オオバコ、 

ツユクサ、ジュズダマ、ススキ 

<クモ類>   ジョロウグモ       <底生動物> ベンケイガニ 

【調査区５】 計６種 

<鳥類>  カワセミ 

<昆虫>  エンマコオロギ、クマゼミ、 

アブラゼミ、ミンミンゼミ 

<植物>  ツユクサ 

【調査区４】 計１９種 

<鳥類> コガモ、シジュウカラ、 

<昆虫> アキアカネ、エンマコオロギ、 

トノサマバッタ、アブラゼミ、 

ツクツクボウシ、クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

<植物>  アカメガシワ、スギナ、イモカタバミ、 

オオバコ、カントウヨメナ、ツユクサ、 

ジュズダマ 

<爬虫類>  二ホンアマガエル 

＜クモ類＞ ジョロウグモ 

 

【調査区３】 計２２種 

<鳥類> ツバメ、シジュウカラ 

<昆虫> アキアカネ、オオカマキリ、 

エンマコオロギ、カンタン、 

トノサマバッタ、クロアゲハ、 

ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

<植物>  アカメガシワ、スギナ、シロツメクサ、 

イモカタバミ、アレチウリ、セリ、 

ツユクサ、ジュズダマ、ススキ 

<爬虫類>  ミシシッピアカミミガメ、 

<クモ類> ジョロウグモ 

<底生動物> ベンケイガニ 

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計４種 

<鳥類>  シジュウカラ    <昆虫>  ナミアゲハ、アカボシゴマダラ   <植物>  アカメガシワ 
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ノアサガオ（オーシャンブルー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Wikipedia より引用 

上記の写真は、弥生さくら草さんが自宅で撮影されたオーシャン

ブルー（ノアサガオの一種）です。11 月に咲く朝顔なんて珍しい

ですね。とても綺麗な色で、色の変化も楽しめます。 

レポーターが見つけた 

 

 

沖縄県原産で、同県では低地の森林や藪にごく普通に分布する野

生種である。多年生・宿根性で、関東以南では越冬して成長し古い

茎はやや木質化する。ノアサガオの園芸品種が「琉球アサガオ」「オ

ーシャンブルー」「宿根アサガオ」など多くの異なる名称で販売さ

れている。…（中略）葉もアサガオより大きく、掌大のハート形で、

花は多数が房咲きし壮観である。時刻と気温によって花の色が変化

し、早朝は青く昼は紫になる。結実しにくいので挿し木で繁殖させ

るが、夏から秋に古い蔓を 30cm ほどに切って浅く植えると簡単に

根付き、繁殖は容易である。暖地なら露地でも越冬するが、0℃以

下だと株が凍死するので鉢上げして室内に取り込む。 
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台風１９号                 弥生さくら草 

10 月 12 日から 13 日にかけての台風の恐ろしさは今まで経験したことが無い

程凄まじいものだった。ごく最近房総半島を襲った台風で住民の皆様は辛苦か

ら未だに解放されていないことを見聞しているので、いつもは軽く考えるのが、

この度ばかりは呑気にしていられない。この度は最大級の台風という報道だ。先

ず飲料水、食料、薬など、大事な品物をまとめた。我が家は一階住まいである。

もし中川が氾濫すると階下の半分は水中に没する予想だ…。 

最悪の場面にならないようにと祈りつつ準備を進めた。昭和 22 年のキャサリ

ン台風の時は傍らの中川が決壊してこの辺の家は殆ど水中に沈んだ経歴がある

と夫から聞かされてきた。そのころ私は葛飾区民では無かった。日暮れが迫るこ

ろ広報塔が避難を勧め、その選択に迷ったが高齢で病人の夫を抱えての避難は

大変だと思い、いざという時は同じ階上の娘夫婦のところへ行くことに決断。 

 日が落ちると強風は家を揺さぶるように吹いた。悲鳴のようにきしむ音に生

きた心地がしない。雨の音も弾丸が飛ぶようである。これほどの台風は初めてだ

った。早朝外へ出たら雨は止んで木の葉や枝が散乱、重い物置が動き、立木が曲

がった。まぁこの程度で終わって良かったと安堵したのだが…。 

テレビを見たら被害の重大さに驚き絶句。河川の氾濫が続き、住民は助けを求め

ている。新幹線車両も水没している。何しろ降った雨の量は一年分を一夜で降っ

たことになる。捌
さば

け切れない水量がダムから、堤防から溢
あふ

れて人家を脅かしてい

る。恐ろしい光景である。 

葛飾区は 23 区内で一番川が多いそうである。川岸の堤は四季折々の景色を愛

で、散策には好いが、いざ嵐の時は危険である。来年は東京オリンピックが開催

予定である。それ以上に大切なのは日々を安心して暮らせる防災である。地震、

台風など、昔は忘れた頃と言ったけれども今では招かざる客は忘れないうちに

やって来る。   令和 1 年 10 月 14 日 
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  秋景色 

                  弥生さくら草 

秋は素敵な季節で、情緒に富んでいる。日を追うごとに移り変わっ

てゆく錦絵のような自然美を愛でるには好い季節である。木々の葉

が紅、黄葉と錦色に染めて散っていく様は美しいけれど寂しさを感

じ、我が身に比べるようで昔はともかく今では物哀しい。だから春と

秋を比べるとどうしても春の方に軍配を上げてしまう。今年はいつ

までも残暑が長かった。急激に気温が下がった今年の秋景色は更に

美しいという…-…。 

１１月も半ばを過ぎると、木々の梢に在った柿の実も今はない。木

枯らしが吹き始めた。そんなある日毎日水遣りを欠かさず育ててい

た朝顔が一輪、一年ぶりに咲いた。群青色である。名前を調べたらオ

ーシャンブルーというそうだ。そして夕方になると赤みを帯びる。何

しろ一年中咲いていると聞いて珍しい存在だと思っていた。興味を

もった発端は家の近くを歩いていた時、道端の垣根に茂っていたこ

の花の葉を一葉いただいてきて家で挿した。以前この種類は通年中

咲くと聞いていたから当てにもしないで手許で観察していた。僅か

一葉であるし、冬に向かったから無理もない。それでも翌年の春には
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根付いて芽を出してから蔓を伸ばし、棹に絡まり始めたから……、も

しや？と思ったが、とうとう夏には咲かなかった。それが 11 月にな

ると突然、一輪、蕾がついた。だから宝くじにでも当選したような気

分である。そうして今朝開花である。夏の頃には時折見かける不思議

な朝顔である。時の経過につれて花弁の裏が少しずつ桃色に染まっ

ていく不思議な朝顔に魅せられた。普通の朝顔は咲いた翌日には萎

むという儚い命である。それが数日間も咲き続けるという異常さに

も驚く。 

 我が家には義母が丹精していた花にカニサボテンがある。もう亡

くなって３０年の月日が経っているから花も化石に近い。夏の頃に

は盛りだった花の類を冬越しのために暖かい場所に移した折にこれ

らが目についた。蕾が沢山ついていたから……。何年経っても大きく

ならないし、植え替えたのは数えるほどだ。それでも律義に咲いてい

るのを見て花の好きだった義母を思い出した。早速鉢を洗い居間の

中のガラス越しで日当たりに良い場所に移した。暫くは咲いている

筈である。花が終わり春になったら、植え替えようか。（ ＾ω＾）・・・。 

 令和 1 年 11 月 26 日 

朝顔は咲いてから数日経ってもまだ充分美しいし、最初の群青色

より殆ど薄紅色に近くなっている。 
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直す考え直す
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やじろべえ作り

起

埋める
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                            9/25 ゲンノショウコ↑ 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
9/25 カマキリ↑      9/26 ホトトギス→                        
 
10/31 ヤツデ↓           10/31 テントウムシ↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＣＯＰ２５が 12 月 2 日スペイン・マドリードで開幕しました。温暖化が深刻になっている中での開幕で、会期

は 13 日までです。地球の気温は産業革命前から既に 1 度上昇し、猛暑・豪雨・干ばつといった異常気象に伴い生

態系の変化が顕在化しています。 
 私は自然環境レポートをするたびに、「この自然と来年もこの季節に出くわすことができるのだろうか？」と有

る意味での不安をと疑念の中に、祈りを込めての観察撮影をしています。 
 今年の災害は日本全国を苦しめ続けました。ＣＯＰ２５でも今年の日本の災害は、世界でも類を見ない大災害

であったと断定しています。この場所で、この季節にまた来年もその次の年もこの自然に出会うことが出来るよ

うに、たったひとつの地球を大切にしていく決意と実践力を世界中に広めたいものです。 

-16-



 
 
 
 
 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11/6 カマキリ↑ 11/25  セスジツユムシ↑ 
11/25  ススキ↓                11/25 ベニシジミ↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      11/25   フユザクラ 水元入谷公園↓ 
 

                     
 
 
 
 
 

地球温暖化が進むことにより、多くの生物が気

候変動に対応出来ずに生物多様性が低下すると

言われています。植物の生息域も減少することが

予測されています。増大する二酸化炭素を削減し

ても今、世紀末には気温が 3 度も上がり、益々深

刻な被害が生じるのです。 
このような状況下、スエーデンの少女グレタ・

トゥンベリさん（16 歳）をはじめ、世界で若者

が動き始めています。 
 秋号の水元の観察をしつつこの自然がここに

未来永劫に在りますようにと、改めて願っていま

す。 
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「キンクロハジロ」 

11/9 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

「エノキ」 

9/1 場所：区北東部 

 名前：石鍋 壽一さん 

「イヌキクイモ」 

10/19 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

「カマキリ」 9/25 場所：水元３丁目 

名前：佐々木 定治さん 
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「綿みたい」 

10/24 場所：清和小  

名前：RYU さん 

「アジサイ開花」 

11/26 場所：西亀有  

名前：ＲＹＵさん 

「これ何の実？」 

10/3 場所：清和小  

名前：R さん 

「理科大前」 

１１/27 場所：新宿 

名前：R さん 
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「ツグミ」 

場所：水元公園のメタセコイヤのてっぺん 

名前：高橋 雅子さん 

「あさがお」（レポート「秋景色」） 

場所：自宅   名前：弥生さくら草さん 

 

「サクラ咲く」 

9/26 場所：お花茶屋  

名前：RYU さん 

「白曼珠沙華」 

9/27  

場所：東堀切  

名前：R さん 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路

1
167

5 48
26−32 16−35

3
108−145

5
35−61

2
123−138

2
225−239

9
19−63

3
138−141

9
83−140

61 16
14−31 15−28

計 7種類29個体 3種類71個体 2種類64個体

・

・

・

・

・

・

4

5

6

コ ク チ バ ス

ヌ マ チ チ ブ

ニ ゴ イ

台風15号の強風による倒木を多数確認。特にワンドは水面に倒れこんでおり倒木処理が
必要。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

かなり水位が高くて採集には苦労した。丁寧に手網で探しても僅かに18㎜のヌマチチブ
1尾のみ。15号台風による出水の影響で高水敷に水が乗った痕跡があったので、小魚が流
されたり深所に移動してしまったのかもしれない。ヌマチチブは寄生虫か病気と思われ
る発赤した部位のある個体が複数見られた。痩せていたのも出水のせいだろう。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて10種類164個体の魚類が採集されました。

曇り時々晴れ、気温26.8℃、水温 本流25.2℃、新八水路24.6℃、新八ワンド26.4℃
（15時頃測定）

【今後の調査日】10月14日（月・祝）　11月23日（土・祝）　12月14日（土）
　　　　　　　　2020年　1月25日（土）　2月23日（日）　3月28日（土）

 HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−266

268

備　　考2019/9/29

オ オ ク チ バ ス 特定外来生物1

カ ダ ヤ シ 特定外来生物

カ マ ツ カ

ギ ン ブ ナ

2

3

午前中から水位が高く、普段浅い所でもかなり投網が打ちにくく、魚が捕まえられない
かと思いきや、序盤にオオクチバスが入った。初めてバスを捕まえられたので、外来種
の駆除に一役立てて良かった。
午後はさらに水位が高く、いつもより倍の腕力が必要で大変だったが、鍛えられた。
（AN）

7

8 ボ ラ

10 メ ダ カ

9 マ ハ ゼ
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調査次数

調査日

地点 本流（高水敷） 新八水路 新八ワンド

7
21−91

1
144
1
48
16

40−83
6

65−100
3

28−39
3

80−223
1

123
4

112−123
2

20−22
1
23

計 11種類45個体

・

・

・

・

・

・

2 オ オ ク チ バ ス
特定外来生
物

カ ダ ヤ シ
特定外来生
物

前日昼の３時ごろのピーク時は高水敷の水深が約２メートルあったが、毎時５〜１０セ
ンチ低下し続けた結果、調査当日朝には1メートル以下になり採集作業ができるまでに
なった。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

高水敷まで冠水した川で、しかも雨の中で頑張って投網を打っていた皆さんに敬服す
る。
いわゆる『濁り掬い』の投網を打つ姿は、堤防上を歩く多数の人々がカメラに収めてい
た。
いつもなら岸寄りには来ない中型のハクレンやニゴイが浅場で採れたのは、やはり浅く
て流れが遅い高水敷上に避難していたからだろう。出水による濁りで水中への透過光が
少なかったせいで、特にゲンゴロウブナの体色が淡い銀白色になり、きれいに見えた。
(YK)

台風19号通過の2日後、大雨による高水敷冠水状態のため、新八水路そば及び上流側の
高水敷にて投網・手網による採集を実施。なお、採集は充分安全を確保した上で、堤防
の近くで行なった。（低水路、新八水路、新八ワンド内は調査せず）

小雨。気温、水温の計測せず。

都心で15時に16℃台というたいへん寒い中、半日、投網をなおしていたら、寒さに耐え
かねました。（KI）

【今後の調査日】11月23日（土・祝）　12月14日（土）
　　　　　　　　2020年　1月25日（土）　2月23日（日）　3月28日（土）

HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−267
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備　　考2019/10/14

オ イ カ ワ1

未調査

3

4

5

6

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

ニ ゴ イ

ス ゴ モ ロ コ

11 モ ツ ゴ

9 ボ ラ

メ ダ カ10

未調査

ギ ン ブ ナ

7

8 ハ ク レ ン
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

3
28−42

18 48
20−37 14−30
21

36−77
3

61−93
1
55

15
16−36

1
46

1
25

8
73−109

41
 
 

16−50
1
26

1
184
3

110−135
1

 
 10

22 15−25
2 8

32−36 23−40

計 9種類61個体 7種類67個体 2種類58個体

・

・

・

・

・

・

2 カ ダ ヤ シ
特定外来生
物

ギ ン ブ ナ

コ イ

今までで一番厳しいと思うくらいの悪天候下での調査となった。そのため、午後の調査
は取りやめて昼休憩なしで測定となった。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて15種類186個体の魚類が採集されました。

雨、気温12.0℃、水温 本流10.7℃、新八水路12.9℃、新八ワンド12.4℃
（12時30分頃測定）

下流の北総線の橋付近に、200羽を超えるカワウの群がいて、近づいたボートに驚いて
一斉に飛び立ちました。江戸川でこれまで見たことがない数でした。居着くと魚には
打撃かと。
久しぶりの低い水位で、航路近くはかなりの流れがありました。魚採りより安全を
重視してください。魚にも流れが速すぎるようで、実際、緩い、岸際の水たまりで
たくさん採れました。（KI）

7

12 ボ ラ

【今後の調査日】12月14日（土）
　　　　　　　　2020年　1月25日（土）　2月23日（日）　3月28日（土）

HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

3

4

5

6

ゴ ク ラ ク ハ ゼ

タイリクバラタナゴ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−268
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備　　考2019/11/23

オ イ カ ワ1

8 ド ジ ョ ウ

9 ニ ゴ イ

デ メ モ ロ コ

投網でなんとか魚が採れた。風も冷たく寒い。秋と冬の間の雨季「サザンカ梅雨」だ。
（TH）

ヌ マ チ チ ブ

11 ビ リ ン ゴ

15 モ ツ ゴ

13 マ ハ ゼ

メ ダ カ14

10
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 キ ン ブ ナ ●
21 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 キ ン ギ ョ ●
24 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○
26 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○
27 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○
28 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●
29 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○
32 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○
33 ナ マ ズ ● ○
34 ク ル メ サ ヨ リ ● ○
35 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 メ ナ ダ ●
39 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○
40 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 シ マ イ サ キ ●
45 ヒ イ ラ ギ ● ○
46 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
47 チ チ ブ ● ○
48 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
49 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○
50 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
53 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○
54 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 ヒ ナ ハ ゼ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 29 11 10 0 5 2 3 5 0 9 5 4 9 4 0 13 5 4 10 2 2 15 4 2 8 4 4 13 2 2 9 3 6 7 3 1 4 4 2 5 4 1 8 2 1 10 2 0 12 2 2 10 2 4 10 6 2 14 3 1 9 5 2 7 3 2 11 0 0 9 7 2

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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環境課からのお知らせ   
自然環境係 電話５６５４－８２３７（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 17 日（火）編集レポーター会議を行いました。編集レポーターの皆さんに誤字

脱字のチェックをしていただき、「水辺のふるさとかつしか」をより一層パワーアップ

していけたらと思っております。これからも、皆様のレポートの成果を 1 冊にまとめ、

より多くの区民の方に見ていただけるよう努めてまいります。 

 

 

 

「かつしか環境・緑化フェア２０２０」 

展示用パネル作成のボランティア募集について☆彡 

令和２年６月１４日（日）に「かつしか環境・緑化フェア２０２０」を開催いたし

ます。 

このイベントに、「自然環境レポーターの活動報告スペース」を設ける予定です。

そこで展示用パネルの作成をしていただける方を大募集します！！！ 

 

 ＜パネル作成例＞ 

★活動の成果 

★写真 

  ★植物、昆虫等のクイズ問題 etc 

 

 
※皆さんで話し合いながら、楽しんで活動をしていきたいと思っています。 

ご参加お待ちしております。活動は３月から５月（月１～２回程度）です。 

募集は後日郵送いたしますので、ご協力お願いいたします。 

-27-



 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

 

日 時  2020 年 1 月 25 日（土）、2月 23 日（日）、3月 28 日（土）  

午前１０時～午後４時ごろ  

  

場 所  江戸川河川敷 寅さん記念館下まで直接お越しください。 

 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

 

◆詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/） 

 

 

 

 

 

 １２月７日の自然観察会は残念ながら、気温が低

く、雨予報であったため中止とさせていただきまし

た。次回の研修会は２月中旬～３月上旬頃を予定して

おります。みなさまのご参加お待ちしております。 
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「水辺のふるさとかつしか」第３１１号 

   （葛飾区 自然環境レポーター通信第２６３号） 

                  令和元年１２月２７日 発行 

  葛飾区環境部環境課自然環境係 

           〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

ｆａｘ     （５６９８）１５３８ 

 
 
 

 
 
 
 

「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があり

ましたらお知らせください。 

～冬号でご協力いただいたみなさま～ 

 

荒井敏夫さん、R さん、新井正樹さん、石鍋壽一さん、 

Ｋ．Ｎさん、佐々木定治さん、散歩花子さん、高橋雅子さん、

田村ひろ子さん、Ｔ．Ｋさん、中嶋みゑさん、藤並剛さん、 

森本龍司さん、弥生さくら草さん、ゆきひめさん、RYU さん、 

自主生物調査団（編集：一澤成典さん）   

                             

ご協力ありがとうございました☆彡 


